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令和４年度第１回銚子市子ども・子育て会議 概要 

 

開催日時 令和４年７月１５日（金） 

午後１時３０分から午後２時４０分まで 

開催場所 銚子市保健福祉センターすこやかなまなびの城 ２階 会議室 

出 席 者 １２名 

藤原整会長、小関宏昌副会長、石田光委員、大木かおり委員 

鎌田百合子委員、丸山明美委員、石橋誠行委員、久保田理恵委員、 

八角貴志委員、田中英子委員、神山里美委員、淺野祐一委員 

欠 席 者 ２名 

堺屋綾子委員、寺村美智子委員 

事 務 局 ７名 

子育て支援課 越川課長、井上課長補佐、佐原主査 

学校教育課 髙野課長、古澤室長 

健康づくり課 笹本室長、岡崎副主査 

議 題 １．開会 

２．会長・副会長選出 

３．議事 

⑴ 教育・保育の現状の報告について 

ア 教育・保育の現状の報告について 

イ 銚子市第三保育所の今後について 

ウ 銚子市立本城幼稚園の今後について 

⑵ 放課後児童クラブの現状について 

⑶ 銚子市ファミリー・サポート・センター事業について 

⑷ その他 

４．その他 

５．閉会 
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１．開会 

 

２．会長・副会長 選出 

  会長に藤原整委員を、副会長に小関宏昌委員をそれぞれ選出。 

 

３.議事 

⑴ 教育・保育の現状の報告について 

ア 教育・保育の現状の報告について 

イ 銚子市第三保育所の今後について 

ウ 銚子市立本城幼稚園の今後について 

（資料１）「令和３年度・令和４年度入園・入所児童数」 

（資料２）「施設定員と将来児童見込数の関係（令和２年３月再編方針策定時）、 

     施設定員と将来児童見込数の関係（令和４年７月子ども・子育て会

議資料作成時）、再編方針策定時と現在の児童数の比較」、「第三保育

所の児童数の推移、第三保育所の小学校区別在籍状況・入所割合」、

「銚子市公立保育所再編方針（案）概要（説明会用）（令和２年１月）」 

（事務局より説明） 

（質疑応答）  

議長 資料に基づく説明がありましたが、ご質問のある方は挙手願い

ます。 

委員 第三保育所について、現在配置されている職員数と、令和６年

度に配置見込みの職員数と、本城幼稚園に現在配置されている職

員数を伺います。また、閉所・閉園後の職員の処遇はどのように

考えているのか伺います。現在の予定で結構ですので、お願いし

ます。 

事務局 

（保育所分） 

第三保育所の職員数は手元に資料がありませんので、後ほど回

答させていただきます。 

（第三保育所の職員数は正規職員１６人（うち週３日の再任用職

員２人を含む。）、週５日勤務の会計年度任用職員５人、週３日

又は２週で５日の職員合わせて４人、合計２５人。実人数は２２

人。この職員数には、所長１人、事務職員１人、調理員３人を含

む。） 

職員の処遇については、第三保育所の閉所について、概ねご理

解いただける段階になりましたら、人事担当課とも協議しなが

ら、お知らせできればと考えています。基本的に正規職員は、第

二保育所と第四保育所に配置換えになると思います。第二保育所

と第四保育所に配置されることにより、正規職員の数が増えてき
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ますので、保育サービスが充実するように努めていきたいと考え

ています。 

事務局 

（幼稚園分） 

幼稚園の配置職員数ですが、フルタイムの職員が１人、週４日

が１人、小児言語指導センターと兼務の職員が１人、実人数でい

いますと、2.5人の配置となっています。 

次年度以降の職員の配置ですが、本城幼稚園が廃園となれば市

保育所への異動になろうかと思いますが、これは人事担当課との

協議になります。 

幼稚園職員の処遇については、教育委員会定例会で条例改正の

議案が通りましたら、職員に対して説明を行っていきたいと考え

ています。 

委員 保育所に関してですが、正規職員は異動ということですが、  

非正規の処遇はどのように考えているのでしょうか。未定であっ

たら未定で結構です。 

事務局 非正規職員の処遇については未定です。現在、保育所は正規職

員だけでは不足しておりますので、会計年度任用職員（短時間勤

務職員）を加えて配置しています。会計年度任用職員は１年契約

ですので、１年経過して、次の年度に再度契約ということを繰り

返すことになります。個々の採用・退職というのは申し上げられ

ないのですが、現状としては保育士の確保が難しい状況です。  

かなり年齢の高い方を会計年度任用職員として採用しているの

が実情です。そのような方々にも無理を言って勤務していただい

ている現状があります。よって、閉所の際には、一線を退いてい

ただくことを考えています。 

議長 質問がないようでしたら、ご意見のある方お願いします。 

委員 内容がネガティブなものが多かったイメージです。今後、人が

増える、子どもがたくさん生まれるということは難しいとは思い

ますが、管外の園児も含めてポジティブな話はありますか。 

事務局 公立保育所に関して申し上げますと、保育所を集約することに

よって、職員も集約されることで、より質の高い保育サービスが

提供できるようになると考えています。 

また、保育所以外の子育て支援サービスについてであります

が、公立・私立保育所において、子育て支援センター・一時預か

り事業を実施しています。加えて、ファミリー・サポート・セン

ターを１１月からサービス提供できるよう準備を進めていきま

す。そのほか、病児保育事業や子育て短期入所事業（ショートス

テイ）も子ども・子育て支援事業計画では実施を計画しています
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が、請け負える事業者さんの関係もあって実施できておりませ

ん。今後実施できるよう努めていきたいと考えています。 

⑵ 放課後児童クラブの現状について 

（資料３）「令和３年度・令和４年度放課後児童クラブ入所児童数」 

（事務局より説明） 

（質疑応答）  

議長 事務局からの説明がありました。ご質問のある方は挙手願いま

す。 

委員 資料３の海上Ｂの待機児童数についてお尋ねします。令和３年

度は児童数３１人に対し、待機児童数が１人。令和４年度は児童

数が４６人と増えている中で待機児童数が０人になっています。

何か理由があったのでしょうか。 

事務局 昨年度は新型コロナウイルスの影響により、密になるのをさけ

るため、児童数を少なくして運営しました。指定管理者が、使用

する部屋での感染防止対策が十分とれるかどうかを判断して、 

３１人を受け入れることとしました。今年度当初は、コロナウイ

ルスの感染も落ち着いてきましたので、受入人数を緩和して受入

れることとしました。 

委員 使用する部屋の面積は変わっていないのでしょうか。 

事務局 面積は変わっていません。 

委員 年度当初と比べると、現在は新型コロナウイルスの感染者が多

くなってきていますが、受入人数と感染対策に問題はありません

か。 

事務局 ご指摘のとおり人数が増えて、感染対策が十分施されている

か、心配される点ではあります。５月には国から子どものマスク

着用について緩和するような通知が発出されていました。放課後

児童クラブとしては、熱中症対策を講じる前提で、国の通知のよ

うな一気に規制を緩めず、マスク着用をお願いしてきました。今

後も感染の予防に力を入れていきたいと考えています。 

委員 今、働いている方が多い状況にあると思います。保育所を含め

て放課後児童クラブの必要性が高まってきています。少子化で健

診の数も減ってきている状況にあり、また、コロナ禍ではありま

すが、放課後児童クラブが充実していってくれればいいと思いま

す。 

委員 普段、双葉放課後児童クラブの前を通っています。家に帰ると

一人だが、放課後児童クラブに来ると皆と一緒に過ごせるように

なって、しばらくコロナ禍では難しかった活動が出来るようにな
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って安心しているところです。児童数と待機児童数については私

も気になったところですが、感染症対策を行いながら子どもを受

け入れていくことがベストであると思います。 

委員 昨年度と比較して利用児童数が増えている要因というのが、 

高学年の子どもの利用です。理由は、コロナによる影響で学校の

部活動がなくなってしまい、以前は、高学年になると部活動を行

うため、放課後児童クラブを利用する必要がなかったのですが、

令和３年度はコロナの真っ最中で、放課後児童クラブを利用する

こと自体も心配があって利用を控える傾向がありました。令和 

４年度は１年生全体の人数が１４９人と増加しています。また、

４年生以上の継続利用の子どもが増えているのがこの数字から

見てとれると思います。 

コロナ対策としては、国・県・市からコロナ対策の補助金をい

ただいて、消毒液・パーテーション・備品等の整備を行ってきて

いるところです。国の基準である１人当たり 1.65 ㎡という面積

に合致しているかということも各クラブ見ていかなくてはなり

ません。概ね４０人という基準を満たしていない施設もあります

ので、銚子市さんも改善していただいて、感染対策も踏まえて実

施していただければと思います。 

事務局 感染症対策が一番気になるところとは思いますが、６月の補正

予算で各保育所・各放課後児童クラブに対して感染症対策の関係

予算を措置しました。施設整備に要する予算も取ってありますの

で、施設のニーズに応じた感染対策を実施していきたいと考えて

います。 

⑶ 銚子市ファミリー・サポート・センター事業について 

（資料）「ファミリー・サポート・センターのご案内」 

（事務局より説明） 

（質疑応答）  

議長 事務局からの説明がありました。ご質問のある方は挙手願いま

す。 

委員 以前住んでいた町で、ファミリー・サポート・センター事業を

利用したことがありました。子どもが生後３か月のときに利用し

たのですが、なぜ銚子市は生後６か月から利用としたのでしょう

か。 

事務局 事業実施にあたり県内の市町村の実施状況を調査したところ、

生後６か月から利用可能としているところが多い状況でした。 

また、提供会員のサービス提供を考慮しますと、不安が大きい
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ものと思います。保育士の資格を持った方が預かるということで

あれば、保育所での産休明け保育を実施していることから可能か

もしれませんが、知識や技術的な面を考慮して生後６か月から利

用可能としました。 

委員 私の妹がファミサポを利用していたので、銚子市にもできれば

いいなと思っていました。 

委員 いい話なので、団体の会議の場などで情報提供したいと思いま

す。 

議長 事務局の説明では、提供会員の確保が課題ということですの

で、いろいろな団体で啓発や提供者を募っていただけると、集め

やすくなるものと思っています。 

 次に議題⑷の「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

事務局 銚子市こども・子育て支援事業計画をお配りしました。本年度

は計画の見直しをすることとなっており、次回の会議にお持ちく

ださるようお願いします。 

議長 以上で、本日の議題は全て終了いたしましたので、議長の任を

解かせて、いただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

 

４．その他 

 

５．閉会 

 


